
３月１０日（土）に、南阿蘇中学校第２回の卒業式が行われ 

ました。巣立ちゆく７３名の３年生の門出を祝うために、 

吉良村長をはじめ、たくさんのご来賓の方々、そして保護 

者の皆様に多数ご臨席いただきました。 

この一年間、最上級生としてリードしてくれた３年生は、 

この日も凛として晴れの舞台に臨みました。一人一人に卒業証書を手渡しましたが、この一年間のあゆみと

重なり、胸があつくなりました。受け取るときの表情は生き生きとしており、自信に満ちあふれていました。

中学校生活をやりきった！そんな思いの強さを感じました。そして、それを見送る在校生も一生懸命でした。

在校生を代表して述べた２年生の○○さんの送辞、それを受ける 

形の答辞を○○さんが読んでくれました。その言葉を聞きながら、 

あらためて南阿蘇中の素晴らしさと絆の強さを感じました。卒業 

の歌も、心がこもっていて実に見事でした。感動的な卒業式とな 

りました。来賓の方々からもたくさんおほめの言葉をいただきま 

した。またひとつ、南阿蘇中の素晴らしい歴史の一ページが刻ま 

れたと嬉しく感じました。新しい一歩を踏み出す７３名のさらな 

る活躍を、心から祈っています。 
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明日、３月２４日から春休みになります。今年度のまとめをすることとあわせて、 

４月からの進級に向けて、いろいろと準備をする時期でもあります。事故やけがに 

十分注意して、健康第一で春休みを過ごしてください。 

※退任式は、３月２６日(月)の午前９時３０分（９時００分登校です）から行われます。 

平成３０年度の新学期は、４月９日（月）の始業式から始まります。気持ちもあらたに、さらに一歩上を

目指した一年間のスタートとなるようにしてほしいと願っています。 

 

振り返ってみると、統合２年目、新設校とし

ての学校づくりと併せ地震後の対応もあるな

かでしたが、素直でやる気いっぱいの生徒た

ち、支援体制の整った保護者・地域の皆様に支

えられて、今年１年間を大きな事故等もなく終

えることができそうです。本当にありがとうご

ざいました。また、貴重なご意見もたくさん聞

かせていただき、私自身大変勉強になった１年

でもありました。心よりお礼申し上げます。あ

りがとうございました。また、この１年間、生

徒たちのがんばりにふれ、その度にたくさんの

感動をもらいました。 

 

       ３月２３日（金）は１・２年生の修了式です。通知表の裏にある、 

「○学年の課程を修了したことを証する」という言葉の通り、今日が平成２９年度の 

一年間を締めくくる日というわけです。授業日数は２０６日ですが、振り返るといろいろなことがありま

した。楽しかったこともたくさんあったと思いますが、それ以上にきつかったこと、苦しかったことも多

かったのではないでしょうか。でも、そうした積み重ねがあって今日があります。いろいろあったからこ

そ、強くたくましく、そしてやさしくなれた自分があるのかもしれません。どれも素敵な思い出として大

事にしたいものです。でも、あっという間だったという気持ちの方が強く感じています。きっとそれだけ

充実していたということだと思います。一年間、それぞれの目標に向けてチャレンジし、がんばってきた

ことは、必ずや力になっているはずです。確実に力をつけた生徒たちの姿を目にして、 

嬉しさと充実感を感じているのは、私だけではないと思います。 

４月からは、一つ進級してのスタートとなります。心身共に成長した生徒の皆さんの 

ますますの活躍を期待しています。 

 

 

みんなの笑顔が光っていた  

みんなの瞳がきらりと輝いていた  

それを温かく見守る 

たくさんの励ましがあった  

たくさんの支えに力をもらった 

一歩ずつのがんばりの積み重ねが  

大きな力になった 

一人一人のがんばりで  

確かな歩みが残った  

挑戦したこと そのすべてが  

一人一人の成長につながった 

南阿蘇中学校２５７人の 

挑戦の足あとは 

新たな歴史の１ページとして刻まれた 

 


